
 

 

統計法第35条第２項の規定に基づく審議手続について 
 

１ 検討経緯 

○ 平成30年11月 第128回統計委員会 

 西村委員長から、匿名データの提供早期化に向け、今後の統計委員会審議の計画的

かつ効率的な実施について検討し、来年２月を目途に統計委員会に報告するよう北村

統計制度部会長に指示 

○ 平成30年12月 第３回統計制度部会 

 北村部会長から、西村委員長の指示を共有し、北村部会長が有識者から意見を聴い

た上で案を作成し、改めて部会に提案することを了承 

○ 平成31年１月 匿名データに関する意見交換会 

 匿名データの作成・提供の早期化に向けた取組について、総務省及び有識者から意

見聴取 

  有識者：川口大司（東京大学大学院経済学研究科教授） 

      南 和宏（情報・システム研究機構統計数理研究所准教授） 

      美添泰人（青山学院大学経営学部招聘教授） 

○ 平成31年２月 第４回統計制度部会 

 上記意見交換会の結果も踏まえ、統計制度部会として「統計法第35条第２項の規定

に基づく審議について（改正案）」を取りまとめ 

 

２ 「統計法第35条第２項の規定に基づく審議について（改正案）」の概要 

 (1) 基本的な考え方 

 「公的統計の整備に関する基本的な計画」（平成30年３月６日閣議決定）等を踏ま

え、以下により匿名データの提供早期化・充実を促進 

・ これまでの運用実績をベースに「匿名データの作成に係る匿名化処理基準」（以下

「匿名化処理基準」という。）を策定 

・ 統計研究研修所が匿名化処理基準等に基づき実施する検証等の仕組みを最大限活

用して、統計委員会における審議を重点化及び効率化 

 

 (2) 改正案のポイント 

 基幹統計調査の実施又は変更に係る諮問審議の際、必要に応じ提供時期等を確認 

 匿名化処理基準に沿って匿名データを作成（年次の単純な追加）する場合、改め

て統計委員会への諮問は不要（現行と同様） 

 匿名化処理基準と異なる新たな匿名化手法により匿名データを作成する場合、統

計委員会に諮問。ただし、委員長及び統計制度部会長が匿名化処理基準に準じて

対応することが適当と認める場合、審議を簡素化（部会審議の省力化） 

 過去の統計委員会答申における今後の課題については、各統計調査に共通する課

題として、統計研究研修所の検討結果について報告を求め、別途検討 

資料４ 
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統計法第 35 条第２項の規定に基づく審議について（改正案） 

平成 27 年９月 17 日 

統 計 委 員 会 決 定 

改正 平成○年○月○日 

統計法（平成 19 年法律第 53 号）第 35 条第２項の規定に基づく基幹統計調査に係る匿名デ

ータの作成に関する審議については、「公的統計の整備に関する基本的な計画」（平成 30 年３

月６日閣議決定）を踏まえ、匿名データの早期提供に向け、匿名データ作成省庁及び総務省

統計研究研修所（以下「統計研究研修所」という。）と連携を図り、以下の措置を講じること

により、重点的かつ効率的に行うものとする。 

１ 匿名データの計画的な作成 

 基幹統計調査の実施又は変更に係る諮問審議の際、必要に応じて匿名データの作成計

画について確認を行うものとする。 

２ 統計委員会における審議の重点化及び効率化 

① これまでの審議実績等を踏まえて策定された「匿名データの作成に係る匿名化処理

基準」（以下「匿名化処理基準」という。）に沿って匿名データの作成を行うもの（作成

年次の単純な追加）と認められる場合、前回の統計委員会答申から変更がないものと

判断できることから、統計委員会における諮問審議を要さないものとする。 

② 上記①に掲げる匿名化処理基準と異なる新たな匿名化手法（調査事項の追加又は変

更に伴う新たな匿名化措置等を含む。）により匿名データの作成を行うものと認められ

る場合、統計研究研修所における検証結果や論点整理を最大限活用した上で、統計委

員会における審議の重点化及び効率化を図るものとする。 

 なお、委員長及び統計制度部会長が匿名化処理基準に準じて対応することが適当と

認める場合には、審議の簡素化を図ることができるものとする。 

３ 過去の統計委員会答申における今後の課題への対応 

 匿名データの作成に係る過去の統計委員会答申において、今後の課題とされた事項（地

域情報や年齢の詳細化など）については、各統計調査に共通する課題として、統計研究研

修所における検討結果について報告を受け、その取扱いを別途検討するものとする。 

４ その他 

 上記１から３までの取扱いについては、今後の運用状況等を踏まえ、適宜見直しを図

るものとする。 

2



調
査
票
Ａ

調
査
票
Ｂ

匿
名
デ
ー
タ
Ａ

（
世
帯
票
、
健
康
票
）

匿
名
デ
ー
タ
Ｂ

（
世
帯
票
、
健
康
票
、
所
得
票
、
貯
蓄
票
）

リ
サ
ン
プ
リ
ン

グ

全
世
帯
を
母
集
団
と
し
て
１
％
を
抽
出
す
る
こ
と
と
し
、

世
帯
の
種
類
（
「
一
般
世
帯
」
及
び
「
施
設
等
の
世

帯
」
）
ご
と
に
、
市
区
町
村
及
び
世
帯
人
員
等
で
並
べ
替

え
た
上
で
、
「
一
般
世
帯
」
に
つ
い
て
は
世
帯
単
位
で
、

ま
た
「
施
設
等
の
世
帯
」
に
つ
い
て
は
個
人
単
位
で
抽
出

処
理
を
行
い
、
こ
れ
ら
を
統
合

リ
サ
ン
プ
リ
ン
グ
率
1
0
％
を
目
安
と
し
て
、

住
宅
（
住
宅
以
外
の
建
物
を
含
む
。
）
単
位

の
レ
コ
ー
ド
に
付
与
さ
れ
た
集
計
用
乗
率
の

大
き
さ
に
基
づ
く
確
率
比
例
抽
出
に
よ
り
抽

出

世
帯
単
位
に
無
作
為
抽

出 抽
出
率
は
8
0
％

世
帯
単
位
に
8
0
％
を

目
安
に
抽
出

世
帯
を
単
位
と
し
て

ま
と
め
た
上
で
、
単

純
無
作
為
抽
出
で
世

帯
を
抽
出

抽
出
率
は
約
8
0
％

世
帯
単
位
に
8
0
％
を
目

安
に
抽
出

世
帯
を
単
位
に
層
化
等
確

率
抽
出
法
（
地
域
1
1
ブ

ロ
ッ
ク
×
組
符
号
８
区

分
）

抽
出
率
は
約
8
0
％
（
沖
縄

県
に
つ
い
て
は
約
2
0
％
）

し
き
い
値

‐
0
.
5
％

0
.
5
％

0
.
5
％

0
.
5
％

0
.
5
％

0
.
5
％

世
帯
・
個
人
を

特
定
で
き
る
外

部
情
報

既
存
の
統
計
表
に
よ
り
母
集
団
一
意
又
は
二
意
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
て
い
る
レ
コ
ー
ド
の
削
除

○
既
存
の
統
計
表
に
よ
り
、
全
国
に
お
い
て
母
集
団
一
意

又
は
二
意
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
レ
コ
ー
ド
が
含

ま
れ
る
世
帯
の
削
除

○
既
存
の
統
計
表
の
う
ち
、
特
に
外
観
識
別
性
が
高
い
と

考
え
ら
れ
る
以
下
の
項
目
が
含
ま
れ
る
統
計
表
に
つ
い

て
、
地
域
（
都
道
府
県
、
人
口
5
0
万
人
以
上
の
市
区
）
に

お
い
て
母
集
団
一
意
又
は
二
意
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て

い
る
レ
コ
ー
ド
が
含
ま
れ
る
世
帯
の
削
除

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

デ
ー
タ
の
並
べ

替
え

抽
出
し
た
世
帯
を
世
帯
単
位
で
ラ
ン
ダ
ム
に
並
べ
替
え

同
一
世
帯
の
世
帯
員
は
世
帯
員
番
号
順
を

保
っ
た
ま
ま
世
帯
順
は
ラ
ン
ダ
ム
に
並
び
替

え

同
一
世
帯
の
世
帯
員
は

世
帯
員
番
号
順
を
保
っ

た
ま
ま
世
帯
順
は
ラ
ン

ダ
ム
に
並
び
替
え

世
帯
単
位
に
ラ
ン
ダ

ム
に
並
び
替
え

世
帯
を
単
位
と
し
て

ま
と
め
た
上
で
乱
数

に
よ
り
並
び
替
え

世
帯
を
ラ
ン
ダ
ム
に
並

び
替
え

世
帯
単
位
に
ラ
ン
ダ
ム
に

並
び
替
え

世
帯
・
個
人
識

別
情
報
の
匿
名

化

地
域
区
分
ご
と
の
出
現
頻
度
に
よ
り
、
世
帯
人
員
が
７
人

以
上
～
９
人
以
上
い
る
世
帯
（
世
帯
人
員
が
多
い
世
帯
）

を
削
除

世
帯
人
員
が
８
人
以
上
い
る
世
帯
を
削
除

世
帯
人
員
が
８
人
以
上

い
る
世
帯
を
削
除

世
帯
人
員
が
８
人
以

上
い
る
世
帯
を
削
除

世
帯
人
員
が
８
人
以

上
い
る
世
帯
を
削
除

世
帯
人
員
が
８
人
以
上

い
る
世
帯
を
削
除

世
帯
人
員
が
８
人
以
上
い

る
世
帯
を
削
除

未
婚
、
死
別
又
は
離
別
の
男
親
と
、
そ
の
未
婚
の
2
0
歳
未

満
の
子
供
の
み
か
ら
な
る
世
帯
（
父
子
世
帯
）
を
削
除

同
一
年
齢
の
1
5
歳
未
満
の
世
帯
人
員
が
３
人

以
上
い
る
世
帯
を
削
除

同
一
年
齢
の
1
5
歳
未
満

の
世
帯
人
員
が
３
人
以

上
い
る
世
帯
を
削
除

同
一
年
齢
の
1
5
歳
未

満
の
世
帯
人
員
が
３

人
以
上
い
る
世
帯
を

削
除

同
一
年
齢
の
1
5
歳
未

満
の
世
帯
人
員
が
３

人
以
上
い
る
世
帯
を

削
除

同
一
年
齢
の
1
5
歳
未
満

の
世
帯
人
員
が
３
人
以

上
い
る
世
帯
を
削
除

同
一
年
齢
階
級
の
1
5
歳
未

満
の
世
帯
人
員
が
３
人
以

上
い
る
世
帯
を
削
除

年
齢
差
が
2
5
歳
以
上
の
夫
婦
の
い
る
世
帯
（
年
齢
差
の
大

き
い
夫
婦
の
い
る
世
帯
）
を
削
除

家
計
を
支
え
る
者
の
年
齢
が
1
5
歳
未
満
の
世

帯
を
削
除

子
ど
も
の
数
の
多
い

世
帯
に
お
い
て
、
地

域
区
分
ご
と
に
発
生

頻
度
の
少
な
い
世
帯

を
削
除

転
出
及
び
死
亡
の
レ
コ
ー

ド
を
削
除

年
齢
差
が
5
5
歳
以
上
の
男
親
と
子
、
年
齢
差
が
4
5
歳
以
上

の
女
親
と
子
、
年
齢
差
が
1
4
歳
以
下
の
親
と
長
子
又
は
年

齢
差
が
1
9
歳
以
下
の
親
と
末
子
の
い
る
世
帯
（
年
齢
差
の

大
き
い
又
は
小
さ
い
親
子
の
い
る
世
帯
）
を
削
除

母
子
世
帯
、
父
子
世

帯
に
お
い
て
、
地
域

区
分
ご
と
に
発
生
頻

度
の
少
な
い
世
帯
を

削
除

自
衛
官
及
び
受
刑
者
の
レ

コ
ー
ド
を
削
除

地
域
区
分
ご
と
の
出
現
頻
度
に
よ
り
、
子
供
の
数
が
３
人

以
上
～
７
人
以
上
の
外
国
人
世
帯
（
世
帯
主
又
は
配
偶
者

の
い
ず
れ
か
一
方
若
し
く
は
双
方
が
外
国
人
で
子
供
の
数

が
多
い
世
帯
）
を
削
除

攪
乱
処
理

一
部
世
帯
を
同
一
都
道
府
県
内
の
他
の
地
域
の
類
似
世
帯

と
入
れ
替
え
る
ス
ワ
ッ
ピ
ン
グ
を
実
施

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

集
計
用
乗
率

（
母
集
団
推
計

用
ウ
エ
イ
ト
）

な
し

抽
出
率
に
応
じ
て
再
付
与
し
て
提
供

提
供

提
供

提
供

再
付
与
し
て
提
供

提
供
（
沖
縄
県
に
つ
い
て
は
、

４
倍
の
集
計
用
乗
率
を
再
付

与
）

全
国
一
律
の
拡
大
乗

数
を
再
付
与
し
て
提

供

提
供
し
な
い
（
推
計
世
帯
数
の
算
出
を

前
提
と
し
て
い
な
い
た
め
）

地
域
情
報

都
道
府
県

市
区
（
人
口
5
0
万
人
以
上
の
み
）

都
道
府
県

３
大
都
市
圏
か
否
か

３
大
都
市
圏
か
否
か

３
大
都
市
圏
か
否
か

３
大
都
市
圏
か
否
か

提
供
し
な
い

人
口
5
0
万
人
未
満
の
市
区
町
村
コ
ー
ド
、
調
査
区
番
号
、

世
帯
番
号
、
調
査
区
内
連
番
な
ど
を
削
除

市
区
町
村
番
号
、
３
大
都
市
圏
、
調
査
単
位

区
番
号
を
削
除

都
道
府
県
・
市
区
町
村

番
号
、
調
査
区
符
号
、

世
帯
番
号
を
削
除

調
査
区
符
号
（
都
道

府
県
番
号
、
県
内
一

連
番
号
）
世
帯
番
号

を
削
除

調
査
区
符
号
（
都
道

府
県
番
号
、
県
内
一

連
番
号
）
世
帯
番
号

を
削
除

都
道
府
県
市
区
町
村
番

号
、
調
査
単
位
区
符

号
、
世
帯
一
連
番
号
を

削
除

調
査
区
符
号
（
都
道
府
県

番
号
、
県
内
一
連
番

号
）
、
標
本
符
号
（
層
符

号
、
組
符
号
、
地
域
符

号
）
、
世
帯
符
号
（
抽
出

単
位
番
号
、
単
位
内
世
帯

番
号
）
を
削
除

匿
名
デ
ー
タ
の
作
成
に
係
る
匿
名
化
処
理
基
準

総
務
省

厚
生
労
働
省

国
勢
調
査

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

就
業
構
造

基
本
調
査

社
会
生
活
基
礎
調
査

全
国
消
費

実
態
調
査

労
働
力
調
査

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
者
が
２
人
以
上
い
る
世
帯
を
削
除

国
民
生
活
基
礎
調
査

【
第
１
段
】
国
勢
調
査
区
抽
出

都
道
府
県
・
指
定
都
市
の
国
勢
調
査
区
数
に
比
例
す
る
よ
う
、

都
道
府
県
・
指
定
都
市
別
に
国
勢
調
査
区
を
リ
サ
ン
プ
リ
ン
グ

【
第
２
段
】
世
帯
抽
出

第
１
段
で
リ
サ
ン
プ
リ
ン
グ
さ
れ
た
国
勢
調
査
区
か
ら
世
帯
を

リ
サ
ン
プ
リ
ン
グ

１
％

な
し

世
帯
順
は
世
帯
単
位
に
乱
数
に
よ
り
ラ
ン
ダ
ム
に
並
び
替
え
、

そ
の
後
デ
ー
タ
の
世
帯
番
号
を
付
与

世
帯
人
員
が
８
人
以
上
い
る
世
帯
を
削
除

同
一
年
齢
階
級
の
世
帯
人
員
が
４
人
以
上
い
る
世
帯
を
削
除

父
子
世
帯
を
削
除

年
齢
差
の
大
き
な
夫
婦
の
い
る
世
帯
（
夫
が
妻
よ
り
2
0
歳
以
上

年
上
又
は
妻
が
夫
よ
り
1
5
歳
以
上
年
上
）
を
削
除

年
齢
差
の
大
き
い
又
は
小
さ
い
親
子
の
い
る
世
帯
（
父
親
と
末

子
の
年
齢
差
が
5
5
歳
以
上
、
母
親
と
末
子
の
年
齢
差
が
5
0
歳
以

上
、
父
親
と
長
子
の
年
齢
差
が
1
5
歳
以
下
、
母
親
と
長
子
の
年

齢
差
が
1
0
歳
以
下
）
を
削
除

手
助
け
や
見
守
り
を
要
す
る
者
が
２
人
以
上
い
る
世
帯
を
削
除

な
し

提
供
し
な
い

都
道
府
県
、
地
区
番
号
、
単
位
区
番
号
、
世
帯
番
号
を
削
除
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調
査
票
Ａ

調
査
票
Ｂ

匿
名
デ
ー
タ
Ａ

（
世
帯
票
、
健
康
票
）

匿
名
デ
ー
タ
Ｂ

（
世
帯
票
、
健
康
票
、
所
得
票
、
貯
蓄
票
）

匿
名
デ
ー
タ
の
作
成
に
係
る
匿
名
化
処
理
基
準

総
務
省

厚
生
労
働
省

国
勢
調
査

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

就
業
構
造

基
本
調
査

社
会
生
活
基
礎
調
査

全
国
消
費

実
態
調
査

労
働
力
調
査

国
民
生
活
基
礎
調
査

提
供
項
目
等

（
そ
の
１
）

世
帯
人
員
：

施
設
等
の
世
帯
の
世
帯
人
員
は
提
供
し
な
い

1
5
歳
未
満
世
帯
人
員
：

1
5
歳
未
満
の
男
女
別
総
数

を
合
算
し
、
1
5
歳
未
満
の

総
数
と
し
て
提
供
、
男
女

別
総
数
は
提
供
し
な
い

住
宅
の
居
住
室
数
：

都
道
府
県
別
に
出
現
頻
度
に
よ
り
、
1
0
室
以

上
～
1
7
室
以
上
の
い
ず
れ
か
で
ト
ッ
プ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ

世
帯
ご
と
の
居
住
室
数
：

都
道
府
県
別
に
出
現
頻
度
に
よ
り
、
1
0
室
以

上
～
1
7
室
以
上
の
い
ず
れ
か
で
ト
ッ
プ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ

住
宅
の
床
面
積
：

実
数
で
は
な
く
、
公
表
統
計
に
合
わ
せ
た
階
級
で
提
供
す

る
こ
と
と
し
、
「
2
0
0
～
2
4
9
㎡
」
と
「
2
5
0
㎡
以
上
」
を
グ

ル
ー
ピ
ン
グ

建
物
の
敷
地
面
積
（
共
同
住
宅
）
：

実
数
値
で
は
な
く
、
階
級
値
で
提
供
。

都
道
府
県
別
に
出
現
頻
度
に
よ
り
、
7
5
㎡
未

満
～
1
5
0
㎡
未
満
の
い
ず
れ
か
で
ボ
ト
ム

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
3
0
0
0
㎡
以
上
を
ト
ッ
プ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ

住
宅
の
床
面
積
：

2
0
0
㎡
以
上
ト
ッ
プ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ

二
人
以
上
世
帯
は
3
0
㎡

未
満
を
ボ
ト
ム
コ
ー

デ
ィ
ン
グ

建
物
の
建
築
面
積
（
共
同
住
宅
）
：

実
数
値
で
は
な
く
、
階
級
値
1
5
区
分
で
提

供
。
都
道
府
県
別
に
出
現
頻
度
に
よ
り
、
5
0

㎡
未
満
又
は
7
5
㎡
未
満
の
い
ず
れ
か
で
ボ
ト

ム
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
1
0
0
0
㎡
以
上
～
3
0
0
0
㎡

以
上
の
い
ず
れ
か
で
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

住
宅
の
床
面
積
う
ち
業

務
用
：

二
人
以
上
世
帯
は
1
5
0
㎡

以
上
を
ト
ッ
プ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ

単
身
世
帯
は
1
0
0
㎡
以
上

を
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン

グ
住
宅
の
延
べ
面
積
：

都
道
府
県
別
に
出
現
頻
度
に
よ
り
、
2
0
㎡
未

満
を
ボ
ト
ム
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
2
5
0
㎡
以
上

～
5
0
0
㎡
以
上
の
い
ず
れ
か
で
ト
ッ
プ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ

住
宅
の
敷
地
面
積
：

1
0
0
0
㎡
以
上
を
ト
ッ
プ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ

住
宅
の
敷
地
面
積
（
一
戸
建
・
長
屋
建
）
：

実
数
値
で
は
な
く
、
階
級
値
1
1
区
分
で
提

供
。

都
道
府
県
別
に
出
現
頻
度
に
よ
り
、
2
5
㎡
未

満
及
び
5
0
㎡
未
満
の
い
ず
れ
か
で
ボ
ト
ム

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
7
0
0
㎡
以
上
～
1
5
0
0
㎡
以

上
の
い
ず
れ
か
で
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

住
宅
の
建
築
面
積
＝
１
Ｆ
の
床
面
積
（
一
戸

建
・
長
屋
建
）
：

都
道
府
県
別
に
出
現
頻
度
に
よ
り
、
2
0
㎡
未

満
又
は
3
0
㎡
未
満
の
い
ず
れ
か
で
ボ
ト
ム

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
1
5
0
㎡
以
上
又
は
2
0
0
㎡
以

上
の
い
ず
れ
か
で
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

建
物
全
体
の
階
数
：

実
数
で
は
な
く
公
表
統
計
に
合
わ
せ
た
階
級
(
「
１
・
２
階

建
」
、
「
３
～
５
階
建
」
、
「
６
～
1
0
階
建
」
、
「
1
1
～

1
4
階
建
」
及
び
「
1
5
階
建
以
上
」
）
で
提
供
し
、
地
域
区

分
ご
と
の
出
現
頻
度
に
よ
り
「
６
～
1
0
階
建
」
以
上
又
は

「
1
1
～
1
4
階
建
」
以
上
の
い
ず
れ
か
で
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ

建
物
の
階
数
：

１
～
２
階
、
６
～
７
階
、
８
～
1
0
階
、
1
1
～

1
4
階
及
び
1
5
～
1
9
階
で
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

都
道
府
県
別
の
出
現
頻
度
に
よ
り
、
「
一
戸

建
・
長
屋
建
」
は
、
２
階
以
上
～
４
階
以
上

の
い
ず
れ
か
で
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
、

「
共
同
住
宅
・
そ
の
他
」
は
、
２
階
以
下
で

ボ
ト
ム
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
1
1
階
以
上
～
2
0
階

以
上
の
い
ず
れ
か
で
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

世
帯
の
住
ん
で
い
る
階
：

実
数
で
は
な
く
公
表
統
計
に
合
わ
せ
た
階
級
(
「
１
・
２

階
」
、
「
３
～
５
階
」
、
「
６
～
1
0
階
」
、
「
1
1
～
1
4

階
」
及
び
「
1
5
階
建
以
上
」
）
で
提
供
し
、
地
域
区
分
ご

と
の
出
現
頻
度
に
よ
り
「
３
～
５
階
」
以
上
、
「
６
～
1
0

階
」
以
上
又
は
「
1
1
～
1
4
階
」
以
上
の
い
ず
れ
か
で
ト
ッ

プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

居
住
室
数
：

1
0
室
以
上
を
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

住
宅
の
床
面
積
：

2
0
㎡
未
満
を
ボ
ト
ム
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

3
0
0
㎡
以
上
を
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
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調
査
票
Ａ

調
査
票
Ｂ

匿
名
デ
ー
タ
Ａ

（
世
帯
票
、
健
康
票
）

匿
名
デ
ー
タ
Ｂ

（
世
帯
票
、
健
康
票
、
所
得
票
、
貯
蓄
票
）

匿
名
デ
ー
タ
の
作
成
に
係
る
匿
名
化
処
理
基
準

総
務
省

厚
生
労
働
省

国
勢
調
査

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

就
業
構
造

基
本
調
査

社
会
生
活
基
礎
調
査

全
国
消
費

実
態
調
査

労
働
力
調
査

国
民
生
活
基
礎
調
査

提
供
項
目
等

（
そ
の
２
）

年
齢
：

０
～
8
4
歳
を
５
歳
階
級
で
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

8
5
歳
以
上
を
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

年
齢
：

1
5
歳
未
満
は
各
歳
、

1
5
～
8
9
歳
を
５
歳
階
級
で
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
、

9
0
歳
以
上
で
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
平
成

2
0
年
ま
で
は
1
5
～
8
4
歳
を
５
歳
階
級
で
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
、
8
5
歳
以
上
を
ト
ッ
プ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
）

年
齢
：

1
5
歳
未
満
は
各
歳

1
5
～
8
4
歳
を
５
歳
階
級

で
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

8
5
歳
以
上
を
ト
ッ
プ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ

年
齢
：

1
0
歳
未
満
は
各
歳

1
0
～
8
4
歳
を
５
歳
階

級
で
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

8
5
歳
以
上
を
ト
ッ
プ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ

年
齢
：

1
0
歳
未
満
は
各
歳

1
0
～
8
4
歳
を
５
歳
階

級
で
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

8
5
歳
以
上
を
ト
ッ
プ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ

年
齢
：

1
5
歳
未
満
は
各
歳

０
～
8
4
歳
を
５
歳
階
級

で
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

8
5
歳
以
上
を
ト
ッ
プ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ

年
齢
：

1
5
歳
未
満
を
学
齢
に
よ
る

グ
ル
ー
ピ
ン
グ

1
5
～
8
4
歳
を
５
歳
階
級
で

グ
ル
ー
ピ
ン
グ

8
5
歳
以
上
を
ト
ッ
プ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ

末
子
の
年
齢
：

１
～
1
1
歳
を

１
～
２
歳
、

３
～
５
歳
、

６
～
８
歳
、

９
～
1
1
歳
で

グ
ル
ー
ピ
ン
グ

1
2
歳
以
上
を
ト
ッ
プ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ

末
子
の
年
齢
：

１
～
1
1
歳
を

１
～
２
歳
、

３
～
５
歳
、

６
～
８
歳
、

９
～
1
1
歳
で

グ
ル
ー
ピ
ン
グ

1
2
歳
以
上
を
ト
ッ
プ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ

就
業
時
間
：

9
0
時
間
以
上
を
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

月
末
一
週
間
(
た
だ
し
1
2
月

は
2
0
～
2
6
日
)
に
仕
事
を
し

た
時
間
：

9
0
時
間
以
上
を
ト
ッ
プ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ

産
業
：

「
農
業
」
、
「
林
業
」
及
び
「
漁
業
」
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

「
鉱
業
」
及
び
「
建
設
業
」
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

「
製
造
業
」
及
び
「
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業
」

を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

産
業
：

詳
細
区
分
を
グ
ル
ー
ピ

ン
グ

事
業
の
種
類
（
産
業
）
：

報
告
書
の
表
章
区
分
に
合

わ
せ
て
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

職
業
：

「
保
安
職
業
従
事
者
」
、
「
農
林
漁
業
作
業
者
」
及
び

「
運
輸
・
通
信
従
事
者
」
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

職
業
分
類
：

詳
細
区
分
を
グ
ル
ー
ピ

ン
グ

本
人
の
仕
事
の
種
類
（
職

業
）
：

報
告
書
の
表
章
区
分
に
合

わ
せ
て
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

就
業
開
始
時
期
：

現
職
が
初
職
で
7
0
年
以

上
前
に
現
職
に
就
い
た

者
は
7
0
年
で
ト
ッ
プ

コ
ー
テ
ィ
ン
グ

前
職
の
継
続
就
業
期

間
：

前
職
か
ら
の
離
職
期
間

と
前
職
の
継
続
就
業
期

間
の
合
計
が
7
0
年
以
上

と
な
る
者
は
7
0
年
を

ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

初
職
に
就
い
た
時
期
：

7
0
年
以
上
前
に
初
職
に

就
い
た
者
は
7
0
年
で

ト
ッ
プ
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

５
年
前
の
住
居
の
所
在
地
：

「
他
県
か
ら
」
及
び
「
国
外
か
ら
」
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

従
前
の
居
住
地
：

都
道
府
県
別
で
提
供

転
居
前
の
居
住
地
：

都
道
府
県
名
は
提
供
し

な
い

労
働
力
状
態
：

平
成
1
2
年
は
「
家
事
の
ほ
か
仕
事
」
と
「
通
学
の
か
た
わ

ら
仕
事
」
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

大
規
模
調
査
で
あ
る
平
成
1
7
年
は
就
業
者
の
内
訳
を
提
供

し
な
い

家
計
の
収
入
の
種
類
：

「
賃
金
・
給
与
が
主
な
世
帯
」
の
う
ち
、
「
農
業
収
入
も

あ
る
世
帯
」
及
び
「
そ
の
他
」
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

「
農
業
収
入
が
主
な
世
帯
」
及
び
「
農
業
収
入
以
外
の
事

業
収
入
が
主
な
世
帯
」
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
、
そ
の
内
訳

は
提
供
し
な
い

「
内
職
収
入
が
主
な
世
帯
」
及
び
「
そ
の
他
の
収
入
が
主

な
世
帯
」
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
、
そ
の
内
訳
は
提
供
し
な

い

年
齢
：

1
5
～
8
9
歳
を
５
歳
階
級
で
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

9
0
歳
以
上
を
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

1
5
歳
未
満
を
学
齢
（
０
～
５
歳
、
６
～
1
1
歳
、
1
2
～
1
4
歳
）
に

よ
り
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

１
週
間
に
仕
事
を
し
た
時
間
：

8
0
時
間
以
上
を
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

就
業
期
間
：

5
0
年
以
上
を
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

仕
事
の
有
無
：

「
主
に
通
学
で
仕
事
あ
り
」
及
び
「
そ
の
他
」
を
「
そ
の
他

（
仕
事
あ
り
）
」
に
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

最
多
所
得
者
か
否
か
：

「
最
多
所
得
者
」
及
び
「
家
計
補
助
者
又
は
被
扶
養
者
」
の
２

区
分
に
リ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
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調
査
票
Ａ

調
査
票
Ｂ

匿
名
デ
ー
タ
Ａ

（
世
帯
票
、
健
康
票
）

匿
名
デ
ー
タ
Ｂ

（
世
帯
票
、
健
康
票
、
所
得
票
、
貯
蓄
票
）

匿
名
デ
ー
タ
の
作
成
に
係
る
匿
名
化
処
理
基
準

総
務
省

厚
生
労
働
省

国
勢
調
査

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

就
業
構
造

基
本
調
査

社
会
生
活
基
礎
調
査

全
国
消
費

実
態
調
査

労
働
力
調
査

国
民
生
活
基
礎
調
査

提
供
項
目
等

（
そ
の
３
）

年
間
収
入
：

総
額
以
外
は
提
供
し
な

い 二
人
以
上
世
帯
は
、

2
5
0
0
万
円
以
上
を
ト
ッ

プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

単
身
世
帯
は
、
1
0
0
0
万

円
以
上
を
ト
ッ
プ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ

総
所
得
：

単
独
世
帯
は
1
1
0
0
万
円
以
上
を
ト
ッ
プ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ

２
人
以
上
世
帯
は
2
2
0
0
万
円
以
上
を

ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

総
所
得
（
雇
用
者
所
得
）
：

単
独
世
帯
は
8
0
0
万
円
以
上
を
ト
ッ
プ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ

２
人
以
上
世
帯
は
1
7
0
0
万
円
以
上
を

ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

総
所
得
（
公
的
年
金
・
恩
給
）
：

単
独
世
帯
は
3
0
0
万
円
以
上
を
ト
ッ
プ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ

２
人
世
帯
以
上
は
5
0
0
万
円
以
上
を

ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

課
税
等
の
状
況
（
税
金
＋
社
会
保

険
）
：

単
独
世
帯
は
2
5
0
万
円
以
上
を
ト
ッ
プ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ

２
人
以
上
世
帯
は
4
9
0
万
円
以
上
を

ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

掛
金
：

単
独
世
帯
は
4
0
万
円
以
上
を
ト
ッ
プ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ

２
人
以
上
世
帯
は
8
0
万
円
以
上
を
ト
ッ

プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

貯
蓄
現
在
高
：

総
額
以
外
は
提
供
し
な

い 二
人
以
上
世
帯
は
、

9
5
0
0
万
円
以
上
を
ト
ッ

プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

単
身
世
帯
は
、
5
5
0
0
万

円
以
上
を
ト
ッ
プ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ

貯
蓄
現
在
高
：

単
独
世
帯
は
6
3
0
0
万
円
以
上
を
ト
ッ
プ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ

２
人
以
上
世
帯
は
9
0
0
0
万
円
以
上
を

ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

貯
蓄
減
少
額
：

単
独
世
帯
は
8
0
0
万
円
以
上
を
ト
ッ
プ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ

２
人
以
上
世
帯
は
1
3
0
0
万
円
以
上
を

ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

借
入
金
残
高
：

総
額
以
外
は
提
供
し
な

い 二
人
以
上
世
帯
は
、

4
5
0
0
万
円
以
上
を
ト
ッ

プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

単
身
世
帯
は
、
1
5
0
0
万

円
を
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ

借
入
金
額
：

単
独
世
帯
は
2
4
0
0
万
円
以
上
を
ト
ッ
プ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ

２
人
以
上
世
帯
は
4
0
0
0
万
円
以
上
を

ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

住
宅
の
１
か
月
当
た
り
家
賃
・
間
代
：

都
道
府
県
別
に
出
現
頻
度
に
よ
り
、
９
万
円

以
上
～
3
0
万
円
以
上
の
い
ず
れ
か
で
ト
ッ
プ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ

世
帯
ご
と
の
家
賃
・
間
代
：

都
道
府
県
別
に
出
現
頻
度
に
よ
り
、
９
万
円

以
上
～
3
0
万
円
以
上
の
い
ず
れ
か
で
ト
ッ
プ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ

家
計
支
出
総
額
：

単
独
世
帯
は
5
5
万
円
以
上
を
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

２
人
以
上
世
帯
は
1
0
0
万
円
以
上
を
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

親
へ
の
仕
送
り
額
：

６
万
円
以
上
を
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

子
へ
の
仕
送
り
額
：

1
6
万
円
以
上
を
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

育
児
費
用
：

７
万
円
以
上
を
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
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調
査
票
Ａ

調
査
票
Ｂ

匿
名
デ
ー
タ
Ａ

（
世
帯
票
、
健
康
票
）

匿
名
デ
ー
タ
Ｂ

（
世
帯
票
、
健
康
票
、
所
得
票
、
貯
蓄
票
）

匿
名
デ
ー
タ
の
作
成
に
係
る
匿
名
化
処
理
基
準

総
務
省

厚
生
労
働
省

国
勢
調
査

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

就
業
構
造

基
本
調
査

社
会
生
活
基
礎
調
査

全
国
消
費

実
態
調
査

労
働
力
調
査

国
民
生
活
基
礎
調
査

提
供
項
目
等

（
そ
の
４
）

世
帯
主
と
の
続
柄
：

「
他
の
親
族
」
、
「
住
み
込
み
の
雇
人
」
及
び
「
そ
の

他
」
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

住
宅
の
居
住
室
の
畳
数
：

都
道
府
県
別
に
出
現
頻
度
に
よ
り
、
５
畳
未

満
～
７
畳
未
満
の
い
ず
れ
か
で
ボ
ト
ム
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
、
7
0
畳
以
上
～
1
4
0
畳
以
上
の
い

ず
れ
か
で
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

現
在
住
ん
で
い
る
住
居

以
外
の
住
宅
及
び
土
地

に
関
す
る
項
目
：

提
供
し
な
い

異
動
符
号
：

提
供
し
な
い

従
業
上
の
地
位
：

「
雇
人
の
あ
る
業
主
」
、
「
雇
人
の
な
い
業
主
」
及
び

「
家
庭
内
職
者
」
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

世
帯
ご
と
の
居
住
室
の
畳
数
：

都
道
府
県
別
に
出
現
頻
度
に
よ
り
、
５
畳
未

満
～
７
畳
未
満
の
い
ず
れ
か
で
ボ
ト
ム
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
、
7
0
畳
以
上
～
1
4
0
畳
以
上
の
い

ず
れ
か
で
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

前
月
欄
の
従
業
上
の
地

位
：

提
供
し
な
い

国
籍
：

「
日
本
人
」
及
び
「
外
国
人
」
の
２
区
分
と
し
、
外
国
籍

の
内
訳
は
提
供
し
な
い

従
前
の
居
住
室
の
畳
数
：

都
道
府
県
別
に
出
現
頻
度
に
よ
り
、
５
畳
未

満
～
７
畳
未
満
の
い
ず
れ
か
で
ボ
ト
ム
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
、
7
0
畳
以
上
～
1
4
0
畳
以
上
の
い

ず
れ
か
で
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

前
月
欄
の
事
業
の
種
類

（
産
業
）
：

提
供
し
な
い

常
住
地
に
よ
る
従
業
地
・
通
学
地
：

「
県
内
他
市
区
町
村
で
従
業
・
通
学
」
及
び
「
他
県
で
従

業
・
通
学
」
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

住
宅
の
所
有
名
義
：
提
供
し
な
い

前
月
欄
の
勤
め
先
・
業
主

な
ど
の
企
業
全
体
の
従
業

者
数
：

提
供
し
な
い

利
用
交
通
手
段
：

利
用
交
通
手
段
が
１
種
類
の
場
合
の
「
オ
ー
ト
バ
イ
」
及

び
「
自
転
車
」
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
、
「
勤
め
先
・
学
校
の

バ
ス
」
、
「
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
」
及
び
「
そ
の
他
」

を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ

直
近
５
年
間
の
増
改
築
の
有
無
：
「
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
被
災
箇
所
の
改
修
工
事
を
し

た
」
は
提
供
し
な
い

そ
れ
以
外
の
項
目
は
提
供

世
帯
の
種
類
：

「
一
般
世
帯
」
及
び
「
施
設
等
の
世
帯
」
の
２
区
分
と

し
、
施
設
等
の
世
帯
の
内
訳
は
提
供
し
な
い

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
転
居
：

提
供
し
な
い

世
帯
の
家
族
類
型
：

公
表
統
計
と
同
じ
６
区
分
で
提
供

調
査
票
乙
の
み
の
項
目
：

提
供
し
な
い

住
居
の
種
類
・
住
宅
の
所
有
の
関
係
：

「
公
営
の
借
家
」
及
び
「
都
市
機
構
・
公
社
の
借
家
」
を

グ
ル
ー
ピ
ン
グ
、
「
給
与
住
宅
」
及
び
「
間
借
り
」
を
グ

ル
ー
ピ
ン
グ
、
「
住
宅
以
外
に
住
む
一
般
世
帯
」
の
内
訳

（
「
会
社
等
の
独
身
寮
・
寄
宿
舎
」
及
び
「
そ
の
他
」
）

は
提
供
し
な
い

所
得
票
の
世
帯
員
に
関
す
る
情
報
：

提
供
し
な
い

同
居
し
て
い
な
い
者
の
状
況
：

「
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
」
、
「
社
会
福
祉
施
設
入
所
者
」
及

び
「
長
期
入
院
者
」
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
、
「
入
院
・
入
所
」
は

２
人
以
上
を
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
「
単
身
赴
任
」
と
「
学

業
」
は
３
人
以
上
を
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

最
も
気
に
な
る
傷
病
：

傷
病
を
上
位
区
分
に
リ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

普
段
の
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
日
数
：

2
5
日
以
上
を
ト
ッ
プ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

悩
み
や
ス
ト
レ
ス
の
相
談
状
況
及
び
最
も
気
に
な
る
悩
み
や
ス

ト
レ
ス
の
相
談
状
況
：

公
的
年
金
・
恩
給
の
受
給
状
況
：

「
福
祉
年
金
」
及
び
「
恩
給
」
を
「
そ
の
他
」
に
グ
ル
ー
ピ
ン

グ 在
卒
の
状
況
と
（
在
卒
の
）
学
校
の
種
類
：

「
在
学
し
た
こ
と
が
な
い
」
を
「
卒
業
」
に
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
、

そ
の
場
合
の
「
（
在
卒
の
）
学
校
の
種
類
」
を
「
小
学
・
中
学

以
下
」
に
リ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

手
助
け
や
見
守
り
を
要
す
る
者
の
自
立
期
間
：

「
1
月
未
満
」
、
「
1
月
～
3
月
未
満
」
、
「
3
月
～
6
月
未
満
」
及

び
「
6
月
～
1
年
未
満
」
を
「
1
年
未
満
」
に
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
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統計法第 35 条第２項の規定に基づく審議手続について 

平成 27 年９月 17 日 

統 計 委 員 会 決 定 

統計法（平成 19 年法律第 53 号）第 35 条第２項の規定に基づく匿名データの作成に係る審議に

ついては、「公的統計の整備に関する基本的な計画」（平成 26 年３月 25 日閣議決定）において、匿

名データの年次追加に伴う手続の簡素化が求められていることを踏まえ、匿名データ作成部局と連

携を図り、以下のような措置を講じ、匿名化手法の変更点等を明らかにすることにより、効率的な審

議を行うものとする。 

１ 新たに年次追加する場合の事前準備 

①匿名データ作成部局は、匿名化手法に関する次の資料を作成する。

・匿名データを作成している調査年次と追加する調査年次について、母集団情報や識別情報

など匿名化手法を記述した「提供項目対比表」

・匿名データ作成部局における検討経緯や直近の答申における「今後の課題」への対応に関

する資料

②匿名データ作成部局は、統計委員会担当室と連携し、匿名化手法に関する資料を基に次の

匿名化手法を確認する。

・追加・変更された調査事項の匿名化手法

・識別情報の匿名化手法

・しきい値基準によるトップコーディング・ボトムコーディングの匿名化手法

③匿名化手法について上記①及び②により、ⅰ）母集団情報に変更がないこと、ⅱ）調査事項

別の匿名化手法に変更がないこと、ⅲ）調査事項の変更が形式的であること（技術的な名称

変更や選択肢の統合）、以上すべてが確認できた場合は、前回答申からの変更がないもの

と判断でき、すでに当該匿名化手法について意見を聴いているため、諮問審議を要さないも

のとし、その旨、統計委員会に報告する。なお、匿名化手法の変更について疑義がある場合

は、匿名データ部会長の意見を聴いて、判断する。

２ 匿名データの作成方法変更に係る諮問時の留意事項 

①諮問時に、将来的な作成年次の追加を予定している場合は、その旨を諮問資料に明示する。

また、現行の「提供項目対比表」は、「チェックリスト」の機能を統合し、審議事項を明示できる

様式にするなど改善を図る。

②匿名化手法の変更が限定的であると匿名データ部会長が確認した場合は、匿名データ部会

に付託せず答申することができる。（統計委員会の諮問の際に併せて匿名データ部会長の

所見を開陳する。）

３ その他 

匿名データ作成部局は、匿名データの作成・提供に関する検討・実施状況（答申における

「今後の課題」の検討状況も含む。）について、統計法施行状況報告などを活用し、統計委員

会に報告する。 

参考 
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